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  Cefoperazone （CPZ）， a new cephalosporin derivative， was evaluated clinically with one shot

intraveneus injection of 1．O g in 22 cases of sirnple acute cystitis．

  We obtained 950／． eMcacy rate without any remarkable side effect except one case which

exhibited nausea and vomiting immediately after injection．

  We concluded that the single dose administration of CPZ may be effective and suMcient treatment

for uncomplicated cystitis of women．

 Cefoperazone（CPZ）は，富山化学工業株式会社で

開発された注射用cephalosporin剤であり，グラム陽

性菌ならびにグラム陰性菌に対して広範囲な抗菌スペ

クトラムを有し，特に，Pseudomonas aeruginosa， Entero－

bacter， indole陽性ProteusおよびSerratia marcescens

などに対してすぐれた抗菌力を示すものである1）．

 今回，われわれは，単純性急性膀胱炎の外来患者22

例に本剤を使用し，臨床的検討をおこなったので報告

する．

対象および方法

 1980年4月から9月の間に，当科外来および三重県

厚生農業協同組合連合会中将病院泌尿器科外来をおと

ずれた単純性急性膀胱炎の成人女子22例に，CPZ 1．O

g静脈内注射を1回のみおこない，3日後に効果判定

をおこなった，なお全例に皮内反応を実施し陰性の患

者のみに施行した，

効果判定基準

 効果の判定は，臨床効果，細菌学的効果により，

UTI研究会の判定基準に準じ2），さらに臨床総合効果

を加えた．症例は，Table 1に示すように，22例であ

り，起炎菌が検出できなかったり，菌数が103／ml以

下のものは除外した，

臨 床 成 績

1． 自覚症状に対する効果

 臨床効果判定をおこないえた22例において，排尿痛

は，治療開始前全例に認められ，その程度は高度4

例，中等度16例，軽度2例であった．投与後の改善程

度は消失19例（86％），軽快2例（9％），不変1例

（5％）であった（Table 2）．他の症状に関しては，
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目able 1． Clinical sUTImiary of simple acute cystitis treated with CPZ

Case
mo．
Age Sex Symp一＊

狽盾高
Pyuria＊

Bacteriuri劉＊ Evaluation＊＊ Side
???UctSpecies Count UTI Dr

1 34 F
朴｝ 十十 E．coli

@ 一

104

@／

Excellent Excenent （一）

2 50 F
十一 十一 E．coli

@ ｝

104

@！
Exce豆lent Excellent （一）

3 29 F
十十 朴士 E．coli

@ 一

104

@ノ
Moderate Moderate （＝）

4 53 F
十十十 十十十

@一

E。coH

@ 一

106

@／

Excellent Exce血ent （一）

5 71 F
十一 十十十 E．coli

@ 一

ユ04

@1
Excellent Excellent （「）

6 27 F
十一 十十十

@十

E．coli

@ 一

106

@1
Moderate Moderate （一）

7 40 F
十一 什一 E、COli

@ 一

106

@！

Excellent Excellent （一）

8 65 F
十一 軒± H．alvei

@ ｝

104

@／
Mo（lerate ExceHent （一）

9 51 F
畳目 掛一 E、cdh

@ 『

105

@／
Excellent ExceHent （一）

10 70 F
・H一 柵 十 E．coh

@ 一

105

@1
Moderate Moderate （一）

11 30 F
桝一 十十十

@±

E．cdH

@ 一

106

@1
Moderate Excenent （一）

12 20 F
十十 十十 E．co匠

@ 『

1昭06

@1
Exce皿ent Excdlent （一）

13 61 F 什 骨 Kl． pneumonねe 105
Exce韮ent Excenent

一 一 一
／

（一）

14 20 F
骨± 掛 十 E．coh

d．coli

106

P04
POOI Moderate （一）

15 25 F
什一 サー E．coli

@ ｝

105

@／
Exc｛沮ent ExceHent （一）

16 32 一 F
十十十

@±

十十十 E．coli

@ 『

105

@1
Moderate Excenent （L）

17 29 F
朴十 十十

¥

   E．coli

r．Hquefaciens

105

P05
Poor Poor （一）

18 25 F
什一 廿± S．epidermid孟s

r．epidermidis

 104

モP03
Moderate Modelate

（＋）

獅≠浮唐?

19 18 F1
什｝ 十一 S．epidermidis

@    一

104

@1
ExceHent ExceHent （一）

20 35 F
一一 十一 P．cepacia

@  一

104

@！
Excenent Exce11ellt （一）

21 19 F
骨『 柵一 P．㏄pacia

@  隔

104

@1
Exce皿ent Exce1正e且t （一）

22 32 F
・H・ 十± S．epideロnidis

@    一

104

@1
Moderate Modeτate （～）

＊

Before treatment

After treatment
＊＊
UTI
Dr

Criteria by the committee of U T I

Dr’s evaluation



Table 2． ’Overall clinical efficacy of CPZ in s．imple acute cystitis （1．O g one shot treatment）

Symptbm Resolved 亙mproved Pers三sted Efficacy on

jｷcteriuria
琢uha C韮eared Decreased Unchanged Cleared： Decreased Unchanged Cleとred Decreased Unchanged

Eliminated回 5 1 1 19（86％）

8acteriuria
Decreased

iReplaceの
1 1 2（9％）

Unchanged 1 1（5％）

Efficacy on pain on

浮窒奄獅≠狽奄nI1
璽9（86％） 2（9％） 1（5％）

Casとt。t段1

@ 22
EfHcacy on pyu「ia 13（59％） 7（32％） 2（9％）

國
Excellent 12（55％）

「コ Moderate 8（36％）
Overall effectiveness rate

@  20／22（91％）

口
Poor 2（9％）

●

や曽1
さ
ン

．

g）

空

乳

g
ま

co
鴎
or
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Table 3． EMcacy on other symptoms

Symptoms Resolved lmproved Persisted Case total

Pollakisuria 15 （ 9490） o 1 （ 6％） 16 （73％）

Sense of residual urine 15（ 889e） o 2 （1 290） 17 （7790）

Terminal bleeding 8 （100％） o o 8 （369e）

Suprapubic discomfort 9 （1 OO％） o o 9（4重％）

Table 3に示すごとく，頻尿が22例中16例（73％）に

認められ，改善率は94％，残尿感は22例中17例（77

％）に認められ88％の改善率を得7．また，終末時血

尿および下腹部不快感は，それぞれ8例，および9例

にみられ，いずれも改善率は100％であった．

2．膿尿に対する効果

 膿尿は22例中全例に認められ，その程度は（惜）が

9例，（十）が10例，（＋）が3例であった．投与後の

改善程度は，正常化が22例中13例（59％），改善7例

（32％），不変2例（9％）であった（Table 2）．

3．起炎菌および細菌尿に対する効果

 22例中混合感染は認められず，すべて単一起炎菌で

あり，E． coliユ5例（67％）， StaPh〃loceccus epidermidis 3

例（14％），Pseudomonas cePaciα2例（9％）， Klebsiella

Pneumoniae 1｛ ll（5％）， Hafnia alvei 1修Fli（5％）で

あった（Table 4）．

 細菌尿に対する効果は22例中19例（86％）が陰性

化し’，2例（9％）に減少をみ，1例（5％）は不変

であっt，起炎菌別に細菌学的効果をみると，E・c・li

においては15例中14例（93％）が消失し，1例は菌量

は減少したものの存続した．S・epidermidisにおいて

は，3立中2例が消失し1例が存続した，P． eePacia，

K．Pneumoniae， H． alveiの4例はすべて消失しt

（Table 4）．なお，投与後現われた細菌としては，

Table 4． Bacteriological response to CPZ in simple acute cystitis

Isolates No． of strains （90） Eradicated （90） Persisted“

E． coli 15 （ 6790） 14 （ 939e） 1

S． epidermidis 3 （ 149e） 2 （ 6690） 1

P． cepacia 2（ 9％） 2 （1009e） o

K． pneum’oniae 1（ 59e） 1 （1009（o） o

H． alvei 1（ 59e） 1 （100％） o

Tota1 22 （10090） 20 （ 9190） 2

＊ Persisted ： regardless of bacterial count

Table 5． Strains＊ appearing after CPZ treatment in simple acute cystitis

Isolates No． of strains （90）

S． liquefaciens 1 （loogo）

” regardless of bacterial count
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Table 6． Frequency of side effects

Side effects No， of side effects （％）＊

Nausea and vorniting 1 （59e）

 No． ef cases with side effects
喰                  X 100
   To佃聖No， of cases

St「optococcus liguefaciensが1例に認められた（Table 5）．

4．総合臨床効果

 UTI基準によると， Table 2に示すごとく22例中

著効12例（55％），有効8例（36％），無効2例（9％）

を示し，有効率は91％であった．また主治医の判定に

よると，22例中著効15例（68％），有効6例（27％），

無効1例（5％）であり，有効率95％を示した（Table
1）．

5．副作用

 症例18において，本剤投与直後，悪心・嘔吐をぎた

しπが，自然に消失した（Table 6）．この1例を除き

本剤に起因すると考えられる副作用は認められなかっ

た．

考 察

 尿路に何ら基礎的疾患を有しない単純性急性膀胱炎

は，宿主側に自然治癒傾向が強く，また外来患者がお

もであるために，その治療としては，化学療法剤によ

る経口投与が一般的におこなわれている．しかし，注

射薬のone shot静注による治療効果も十分期待でき

る疾患である．今回，われわれは，単純性急性膀胱炎

の外来患者22例に対し，注射用cephalosporin剤であ

るCPZの1．O g one shot静注による治療を試みた

結果，臨床的には95％の有効率を得，また，細菌学的

にもすべての症例で有効であるという十分な効果が得

られた，起炎菌に関しては，症例数22例と少ないが，

その67％がE．coliであり，また，14％がS． epider－

midisであった．この割合は，諸家の報告にみられる

とおりである3・4）．最近はグラム陰性菌が分離菌の

80～90％を占め，グラム陽性菌が減少してきている傾

向にあるといえども，起炎菌にグラム陽性菌が存在す

る以上，丘rst choiccの薬剤としては，本翔のごとく

広範囲なスペクトラムを有する薬剤が必要と考えられ

る．なお，本剤投与後，菌交代が！例にみとめられた

が，単純性急性膀胱炎においては，菌交代症の発生は

きわめて低率であり5），contaminationによる可能性

が高い．これは，本剤の無効例であり，さらに基礎疾

患の検索が必要であると考えられた．

 また，起炎菌がP．cePaciaであった症例は，本来単

純性急性膀胱炎の範疇に入るかどうか疑わしいが，臨

床症状および膿尿が消失し菌も検出されなかった7め

一応著効例として扱った．

 副作用に関しては1例にのみ，投与前に皮内反応を

おこない陰性であることを確かめたにもかかわらず，

投与直後悪心・幅吐が出現した．しかし，数分間経過

観察するのみで消失し，心因性反応のようにも思われ

た．その他，皮疹，消化器症状は全例を通じて認め

ず，これは薬剤が少量1回投与のためであったと考え

られる．

 以上，CPZ I．Ogone shot静注療法は，単純性急

性膀胱炎に対して，副作用もほとんどなく，非常に良

好な成績を得た．このようIC本疾患に対する治療とし

てene shot療法で十分な成果が期待できるという報

告は多い6～8）．

 one shot療法においては，一過性に尿中薬剤濃度

が高くなり，長時間の尿中濃度維持は期待できない．

しかし，起炎菌のMICより高濃度の状態があれば，

排尿機能に異常を認めていない本疾患において十分な

効果が得られると考えられる．なお，単純性急性膀胱

炎に対する薬剤の投与法および投与量は，明確なもの

でなく主治医の主観によりまちまちであるのが現状で

あるが，最近は，経口薬においても少量短期投与で十

分であるという報告が多くみられる9～11）．Ronaldら

はこのようなsingle dose treatmentにおいては，膀

胱の表層粘膜に局在する感染に対しては効果がある

が，腎組織に存する菌に対しては十分な効果が期待で

きないとし，感染部位による効果の違いを報告してい

る6）．

 今回，われわれがおこなった治療を含め，single

dose treatmentは，膀胱にのみ局在する単純性急性膀

胱炎の治療に対して，副作用も少なく非常に有効な治

療と考えられt：．さらに，薬剤投与の途中において，

症状の改善から自主的に中止してしまうことが多いと

考えられる本疾患の場合，家庭においてあまった薬剤

による二次的な薬害（無効の薬剤の蓄積，小児の誤飲

などゆ）も未然に防ぎうると考えられる．
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結 語

泌尿紀要27巻 7号 1981年

 1）単純憐急性膀胱炎の成人女子22例に対して，

CPZを1．O g one shot静注療法をおこない良好な効

果を得た．

 2）重篤な副作用は認めなかった．

 3）単純性急性膀胱炎に対して，single dose treat－

mentの効果｝こついて若午の考察を加えた．
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